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＜ケース・スタディ＃尋　インドネシアの餐GOにとっての観光

業とオールタナティブ（＆垂紐澱編垂Vε｝＞

　最近のインドネシアの駿府系企業設立のかけ声は、墓一

よL墨型というのものである．この霞葉は、スマトラとジャワは逝去で、

力婆マンタンが堤在、東インドネシアが将棄、というものである、そこで、若

い（そして書手の／投資家が東へ行く．

　一方で、なお購擁者が存在し、潜在的には、講の窟の単分が調査もされず、

醗発もされていないことは良い知らせである。縫方で、新しい醗発は、西イン

ドネシアで起こったことの繰り返しになるだろうか、それとも良くなるだろう

か．

　投資家が疑に東インドネシアでの雛発を始めたところで起こっていることを

髭た場合、奨励できるようなものはあま酵ない．ロンボク（LG盤妻欝装〉＊のケー

スを一挺として挙げてみよう。

＜冒ンボクの発見〉

この島での大観鐘についてのレポートが羅媒酌に広がることとなった騰年
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大した抵椀もなく、なすがままに買取されている。貧癒によってもまた、披ら

は、麗時で簡易な金　　これがあればメッカへ巡礼にゆき、ハジュ魍＊纏に

なることができる　　の魅惑に極蟻にとりつかれ易くさせられている（バ夢族

ヒンドゥー教徒による露領　　それ・はオランダ人のプ鷺テスタントによって瞬

き継がれ、そして現在では競較的毯俗的なジャワ人によって瞬き継がれている

のだが一の歴蔓があるが、ロンボクの人々はほとんどイスラム教縫なのであ

る。ハジュ鯉を行う人々は、非常に高い縫会的地盤を享受する〉．

　外部業者嫁、土地を得るためには地方や醸の工夢一ト達と協力する，穣政府

は、現在の土地禾瞬1またはその住民を顧慮することなく、ホテルや■業、そし

てレク妻工一ションの各地域の境暴線の線瞬きをする．地方のブローカーは、

外部の投資者に代わって適窮な財産を探す。地方官僚が新橋に雇い入れられ、

土地癬有者に不本意でも取り弓廼させるようプレッシャーをかける。人々は、

敢癖が土地を必要としているのだし、かつ売隷を麺否することは発展を妨害す

ることになる、と震われる。もし、占有者が瞬有権の本来の議霧書を欠いてい

るときには　　それは付与されずにおかれることもある一その土地は、国の

財産であるとの承認を求められる。1土地の証瞬書は、土地の懸i格の灘％で±地

登記事務翫から買い受けることができ、土地の懸格は、優良地域では数颪｛著に

増撫してきたから、賄賂の調達をすることができるのは投資家のみ、というう

わさだ。

　時として、センギギ地方のように、財産を取滲上げらた人々が追放される場

合もある。地域に人難が姥鮫的密集しており、あるいはすでに自らの事業を確

立していて震無を跳んだ人々がいる時には（ギ琴・トゥラワンガン（G澁Ter掛

W鍛g3癖のように〉、もっと織妙で手の込んだ策籍が矯いられる．地域によっ

ては、村民§身の財産を求めて鍵へ移住している村もあるし（ギ夢・

アイル／（｝張Alr）のように〉、事業の設立を非常に高無なものにするような補

震を要求している村もあるし、そして土地の権騨を守るための法的手段を通す

ことを主張し、補嬢への接近をあくまで否定している村もある（クタ・ビー
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代み後学まではロンぶクに関心を持ったり、またはその名を知る考すらほとん

どいなかった．饑饉畢ま葬常に激しいものだったので、バ夢人はロンボク州都の

マタラム（Maねra麟で一袋の米と瞬き換えに家や庭を買うこともできたので

ある。農替地方では、多くの人々が死んだ。

　飢饉は、むろん、長い干ばつと乾燥した気候、そして南揮ンボクの痩せた土

地に原翼がある。しかし、学生活動家達によれ・ば、ロンボクは婁灘には露らの

地域盤渓に食料を与えるのに十分な生産をしていたことが瞬らかである・にも

かかわらず、生産された食料の多くは、ジャワの多数の大衆に食料を与えるた

めにジャワに輸鐵されたのである。救援の努力を遅らせることとなった不手際

と、怠慢にもまた責任があるとされた．

　欝83年の餓鐘と地震の結果として、大規摸な救援キャンペーンが動員された。

外馨の援動ぶ雛ンボクに到養し、島のインフラストラチャーぶ手当を受けた。

このプロセスの中で、その露然資源や観光業の可籠盤と共に・買ンボク摂見い

だされ、開発が急激に勢いを増して行ったのである。

　観先業は、今やロンボクの経済の最も急激な成長鶴闘であ甑人々の生活に

葬常に大きな影響力を詩っている。しかし、ロンボクの人々は、特に農村や漁

村の人々は．突然の変化への備えができていなかった。後らは、ガイドと労働

者以外には、観光業の発展に参撫する機会は与えられなかったし・多くのケー

スで賎に新しい雛発による被害を被っていた。

＜外部業者の手による立ち退き〉

　ロンボクは、最初はジャカノレタとスラバや愚身の人々に売られた。愛在。匿1

際集懸であるシェラトン・ホテル（S魏r3t騰墨沁tel／グループがスンギギ

（Se簸gg纏1海岸に鴛§室のホテルを建設し、露髄年3月にオープンする予定で

ある豚。

　ロンボクのほぼ文奮の土着の韓人は、数量紀に及ぶ擁涯によって脅かされ，、
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チ｛K櫨叢βe3c瞬のように／。

＜環境の悪化一貧羅と欲望の嗣居＞

　遍菊華人縫と貧露とが本来的に賞ンボクの環愛懸盤二の第一義的な漂石である。

現益の農法に住えぱ、ロンボクの2鱒§万人の内の総万人は、人縫と資源の鷺に

聾ましい割合を醒復させるために轟を敏れなければならないであろう、と見積

られている。すでに、ササック（Sas欲｝の人々は、人緯のプレッシャーと伐採

業者、黎穆落し纒as韓・焼き燃農業者、および薪拾いによる森抹の伐採によ

る農鰹の悪化のために、移住を余儀なくさせられている。マレーシアでは、仕

事を捜している不法スレスレの移民の多くが、ササックの人々である。簸選、

遜積載の航海購でない求一トがひつく鯵返って、きわめて多数の移民が鰯死し

たことは、絶望的な求職の需要を示しているのである。

　ササックの人々は、伝統的には農民であ撃、商業と漁業を、沿津のブギス

（8蟹癖sl・バヨ18alol、マカスサレス（Ma藪assare総1の人々に任すのが常であ

った。今や、破らは、沿岸地方へ移動することを余儀なくされられた。破らは

海の大周ではないので、大翻分のササックの漁畏は、張蓼饑しげた付きのカヌ

ー、小さな網、手釣諺糸、そして原始的な水中鐘を緩いな潜ら、岩礁で漁をす

る．稜らは礪瑚磁を爆破して、魚を浮かすことも覚えた．この環境破壊的な方

法は、単なる爆発を起こすためには大した披講を必要としないし、かっ爆弾は

湊辺から投げることができるのでボートは必要とされないから、よく科稽され

ているものである。

　ギ夢（Gl繕三島の漁民は、サンゴの発破は、それが観光業に損害を与えるし、

また観光に撰害を与えることによって自分自身の生活に掻害を与えることにな

るから、してはならないといわれていた．ここでの基本的な想定は、観光はす

べての人々にとってのより良い生活をもたらすというものであった。しかし、

賞ンボクの遍去の経験は、次第にそうではないと鵯弱しつつある。ギ夢では、
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インドネシアの環境靉靆についての若干の紹介　鋤（神戸　秀彦〉

人々．が、観光業の発展によって無蓬矢理溝辺に追いやられ（醗簾g塗a至重路t沁麟、

一屡の環境破壊が瞬き起こされた．漁民は、移住の脅威にさられ、観光業に

投資を行った人々をねたみながら、否定的なメッセージを発しかつ有名な青

璃瑚礁曝簸e　coral　reε警での漁を強化する遵を選んだのである。

　詑灘のセンギギ地方と講西のスコトン（Sekoto難癖地方では、移住した数人

の土養漁疑越、燐陰落し・焼き嬢農業のために、保護森秣に手を付けた．ここ

では、観光産業の発展によって大量に生み濃された欲望が貧露によって引き起

こされた環境破壊を蕪糠させている．翼GOの調査懸は、村長がセカ舜一（se絵ro麟

森林で．不法伐採と弱吟落し・焼き燧農業を推奨していることを発見した。

村長は、このようにして．伐採された土地を外部の投資者へ売隷し、またはそ

の売蟻を容易ξこしたのである、

〈根本的な道筋＞

　・±地の鬱念に匙べた悲惨な建民の数と、農業及び漁業技衛についての熟練度

や知識が低いことが合わせ原園となって、±簸科濡溺結局集約的なものにされ、

また漁業が岩礁へと集中させられる結果となっている。

　・観光業が自動的に人々の利益になるであろうという見解は誤解である。観

光業の発展は、人々が単に召旋としてだけでなく、淡達者や企業者として閣孫

させられるようにな警、また発展が、露有の文化的、§然的環境から展開する

場合には、人々の福利のためになるであろ貌

　・観光業を推奨する敬騎の任務は、観光の盤語をし．またその土地露有の発

意と奮業を支援し、守るための人々の熟練度を発展させていくことを伴ってい

なければならない。このように、欝分離身とその環境について・人々が認識を

高めて行くことによって、文化と農然を保持することが可籠になっていくであ

ろう．
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＜敵対的な乗っ取り＞

　観光産業は、ロンボクの地域縫会の文化と人々の盤質のすべての鶏懸を、観

光客の静みに合うように次第に商業化させていっている・ロンボクの人々は、

ロンボクの磐部から瞬き入れられた労働者のために移駐させられた。ますま

す虚弱になっていく地域縫会の真ん申に、国礫化された富のポケット摂芽を出

しつつあるし、ジャカルタ人やスラバや人、そしてシェラトン（S短ra穂麟の

ような多園籍企業と其にビジネスをする編離された獺市の工夢一トを潜伏させ

つつあるのである。

　観光産業は、ロンボクを敵鰐的に乗っ取るものとなっているのである．そこ

では、以前の経営者と労働者はくびにさせられ、生産は新しいブランド商品を

撫正するよう転換させられた。ロンボクの人々は、観光業により周辺に追いや

られ，、その故に彼らの限られた資源をさらに駿零するように駆鯵立てられてい

るのである。

＜含意するもの＞

　ロンボクは、蔭インドネシアと東インドネシアの閥では、そして異常な雛発

と人間中心の麗発の鷺の麗“が行われているところでは、騰発の最前線である・

この争いの結果は、冒ンボクだけでなく、将来の開発の形式を快走付けること

になるかもしれない．観光業は、饒にフローレス（裂破esl島、つま鯵サブ

（Sab擁島」アロー（Alorl島、マルク（簸謡曲瞬藤島、そしてイジアン・ジャ

ヤ（｛rla簸Jayalにまで及んでいる。これらの東の諸島の縫会は、翼GO、議

会、国焼的な監観音から離れているために、駿奪を受け易いのである．換え

て、これらの島は、倫理、種族、境界、地域麹治のために、麗発の包抵的プラ

ンを提示する際の露難姓を持っている。したがって、臓ンボクで起こっている

　　　　　　　　　　　　　　　一i2遵一



インドネシアの環境聡題についての若干の紹介　麟（神戸　秀彦／

特殊な形態の異常な麗発は中産され、オールタナティブなモデルが確立される

こ二とが決定的に重要である。

＜異常な開発を迎え討つ場合の翼GOの果たし得る役割＞

　地方の麗GOは、慶に、ロンボクにおける人聞中心の弾発のための運動の

前醸泣っている．こ紡鵡0の購1ま・その勤を麺ことによって強枕

することが可能であろう。

　・オールタナティブな地域縫会の発展モデルを購恕し、発案を行うこと。地

織縫会に基礎を置いた環境保護と文化一および露然　　を志向した観光業と

を結合すること。こうすれば、観光業は人々を移住させるよ甑人々に縫わる

ことによって積極的な何かに転換させられ’うる。

　・農村及び漁替地域祇会、主だった政府要人およびその機麗、また簾行者に

快く助力してもらえるようキャンペーンの努力に取滲緩むこと。

　・人々が土地を保有し、嚢らの事業を始め、大きな投資考に嬉して抵抗する

ための綴織化を行う努力を励まし、支えること。ロンボクでは、聡に必要な

調査を行い、法的な藤のカの進展を手伝う翼GOのゼ準法律家的な輩ネットワ

ークによって支えられる法的扶助機縫を纏織するために、iつの努力撰進背中

である。

　・潜在的な、そして訪れている旅行者にこの釈浅を伝えること。良心的な簾

行の倫理は、欝鍵年のインドネ・シア誌麗年の基本的な一部でなけ為ばならな》㌔

簾行者は、人々に助力を与え、人々の苦難を支援する選採をなしうる蓬解をす

るようにされねばならない。

　・たとえ輝ンボクは、すでに防御不可能だとしても、こういつた努力を続

けること。Pンボクの教護は、残穆の東インドネシアにも遍羅することがで

きる．

　一25i



行政歓会論集　第6巻　第2暑

＜ケース・スタディ＃5　海からの追い饑し〉

　経界露場における石灘i無格の大暴落以来、インドネシア政府は、飽の商品の

輸鐵を健進してきた。こうして、難業部野饗は、上麩5つの輸鐡部糀のiつとな

参、鯵87年櫛の石漆以外の輸崖の5％に及んでいる。えびとまぐろは、飽の

》・くつかの漉業魚と共に、第一位の商品である。

　政驚は、公灘で、外羅およびインドネシアの投資者をこの部霧に招いた（ジ

ャカルタ・ポスト（」欲arねPo鱒．ig89年8月ii鋤．馨本は、最大の共同事

業数を持ち、これに台湾、合衆国、オーストラ婆ア鵬、そして今ではヨー窟

ッパ経済巽瞬体縄露C〉の擁靉靆がこれに続いている。童舞銀行、アジア灘発銀

行、そして選舜農業機構伊A（）1も致癒の漁業プロジェクトヘの技衛・財政援

勤を提供している麟。

　えびの生産は、主にト縢一ル船の活動と塩水の海老養殖地（タンパク（薇醗も3麟

によるものである。一般には、ト濤一ル船は深い水域で操業することを許さ

れるが、えび資源は箆較的浅い水域の中で最も豊窟なのである。不幸なことに、

箆較的浅い水域にトロール船が入らないようにするための監視活動は行われて

いない。

＜トロール船の影響〉

　監椀活動の弱さまたは不存在のために、トロ～ル船は、地方の人々が依麺し

ている伝統的な漁業基盤となっている資源を枯渇させつつある。ジャワ、スマ

トラそしてカリマンタンの地方の漁蔑は、多くの銃議を発している。欝経年に

は、東ジャワのムンチャール（凝繊£撚／の怒った漁民の馨衆溺動力付きの船をす

べて破壊し、焼き払った。北スマトラのバガン・アサハン（βa暮餓As麟a麟で

　　　　　　　　　　　　　　　…i26一
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は、漁疑がトロール船を掩えて、乗継曇を殺し、その体を海の率へ投げ落とし

て、船に火を替けた．この人々達は、後に地方当局によ鯵逮捕されたが、彼ら

の地元の村では、ヒーP一扱いされている働。

　かくして、簿齢年には、政鰐は、トP一ル船の活動を禁蓋した（大統領令3§

号〉．しかし、東インドネシアについて、特にマルクとイ夢アン・ジャヤの問

のアラフラ海については　　ここではえびの資源が葬常に多く、漁民の数と鞍

奪のレベルが低いのだが　　例外とされた．現在、637かそれ以、との外馨断有

のト費一ル離一それらのほとんどは韓本と台溝を基地とする一が、インド

ネシアで活動している（インドネシアン・オブザーバー（島感。登esl鍛0もsgrver／、

欝§§年i擁2馨）。マルク、イ婆アン・ジャヤ、ジャワ、そしてスラウェシに基地を

、置くいくつかの本瞬の漁船騒も、アラフラ海で集中的に漁業の操業を行っている・

　政癒は、棄インドネシアにおける漁業資源は、璽筏の水準での翻発が罵籠で

あると予濾するが、それはどのような鱈罵できる羅究によっても・支持されて

いない。事婁、トローノレ船、特にえび業者の活動は、漁業資源と　トβ一ル船

が行うのと講じ海で難業を行う職人的な漁麟の生活とに予想もし得ない影響を

与えた。

　事実、トロール麟の影響の活動は、環境に大きな影響を与えている。第一に、

彼らは、全季簾を通じて、繁殖期の聞すら、えびを捕獲することによって乱獲

を行っている。彼らの細かな網は、幼魚や幼えびを含めたすべてのものを捕え

てしまう．第二に、トロール船の網は、浅瀬にいる魚や催の海洋生勅を破壊す

ることになる。第三に、海に投棄された死点一えびのトP一ル船の活動によ

る麟産駒　　から、汚染鱒もたらされる。捕えられたえびiトン盛鱗こっき、

魚3トンが海へ投げ返されている可能性がある・現在の調査によれば・畿産物

は、全駿獲の鴎％～9巷％にのぼることもあり得るとされている．窺嚢彗によれ

ば、トロール船の乗員は、謝産働をそぎ落とすために、トロール繹の舞にフィ

ルターを稽いることが要求されているが、大濠分の乗員は、フィルターにかか

った魚が網にえびが入るのを郷廃するという運由で、法を無覆することがし
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ばしばである、

　露インドネシアでトローノレ網が禁藍されているという事実は、海洋資源の蔑

獲の歯止めになっていない．そこで整われている近代的きんちゃく網は、時

としてトロール網と嗣様に破壊的なものである．懲88年に、鉛§人の漁民が

スマトラの東ビンタン（熱stBl搬a瞬の地籔長（Dls頴ct琶ea患に蝿し、銃議

を行った．その遅露は、ブルナツィカ・ミンナ・ヌサンタラ（Be驚3z滋a醗観照

N総寂鑑ar瞬の船が、彼らの伝統的な漁場で漁業をおこなっていたというもので

あった（ジャヤカルタ（Jay欲aぎ童al、ig89年i月i7蕪〉．この台湾の会縫の活

動は合法であるが、しかし不適燐なものであったことが辮隣した。ジャカルタ

の水産省緯rector　gε総r譲。資1甑e漉slは、操業許再誕を発行していたが、明

らかに、饗地のデータを調べることはしていない。

　薩ジャワのパマヤンサ夢（Pa鵬ay識墓sa麟では、ト買一ル船1こ苦精を申し立

てた漁民がなおも嚢らの漁場で操業している。約馨のト冒一ル船が職人的な漁疑

と競争した．以鋳は、破らは、玉印こ2艦琴の魚を捕ることができた。現在では、

職人的な漁民は、i霞にi鎌墓しか捕ることができなくなった（ピキラン・ラク

ヤット（P磁lra盛衰a蓑yatl、欝欝年3舞6鱒、

　薩インドネシアで操業中のトロール船の飽のケースも鞍告されている。マラ

ッカ海嫉に面した漁祥のプルク・スイ・トゥアン緯erc疵Sel　T懸緯の小橋模

漁畏によれば、i蜷8年i月には、ト泣一ル船がなおこの地域で操業中であった。

トロール船は、禁止されているタイガー・ネットをこれまた葬常に効率的で瞬

じように不可逆的な環境影響懸を持つトトネット1童rl噴銭sl網に取り替えた。

欝87年には、ランプン（La欝欝懸gl趨身の漁具が古いものに良く似た変形タイ

ガー・ネットの綻電に請して銃議した（コンパス（Ko搬夢asl、ig87年欝月2§舞）。

藤カジマンタンのシボ賞がISめ。沁墓alでは、ト資一ル船は、1987年の秘めに

なおタイガー・ネットを使璽していた（コンパス、婚87年2鍔23嚢、3月3醸）。

　えびの敵弾ま、欝87年には漁業部轡2〉の最大の外貨の稼ぎ手として、2億

26§む万米ドルにのぼっているか、その環境灘での襲わ瞬まもっと大きいのであ
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る。ト冒一ルの禁止に穫き続いて、生産を補うために、．郵の辮化資源を篤いる

多くのタンパクが翻設された。

　長い閥、タンパクは、自然資源に依存する伝統的な技術の羅馬の発展に努め

てきた。

＜タンノくクの影響〉

　これまでの近代的なタンパクは、東スマトラだけで、3万2千肱のマング

ローブ抹の破壊を引き起こしてきた。ジャワの詫海岸のほぼ全域には、かつて

マング臓一ブ林が鍾んでいたが、今はタンパクが壷んでいる働．簾えて、森

林が取滲去られた場合には、海岸の浸食が塔大する．藩ジャワのカラン・スラ

ン伍鐙鍬蓼Ser織縛では、30倉入の人々が新しいタンパクによる海岸の浸食の

ために移住しなければならなかった（ヌラチャ繰eraca／、ig89年3月2§鋤。

新しいタンパクもまた、えびやその纏のマングローブに依存する地の海洋生駒

に脅威を与えている。これは、鰐化資源を篤いる近代的なタンパク養薙にとっ

ては潤題はないが、マングローブの破壊は、霞然資源に依存する伝統的なえび地

の漁民の資源の基礎を破壊するものなのである。特に、地方の女性達は、マン

グローブに依存する。携潮の閥嫁、綾らは、マングローブの地域から家族のタ

ンパク質の供給のために、かにや軟体動物を蕪るのである。

　この簡題に蝦癒して、ボゴール（Bo蓼鱒とジャカルタ愚身の5§人の大学生が、

マングローブの破壊に韓して抗議を行うためにハシュルル・ハラハップ（｝｛as登擁

Rara鼓a轡林業大難を訪れた．大運は、監複が御粧末であったことを詫び、こ

の地域で新しいタンパクを饑く許可をこれ以上与えない約束をした（ネラカ、

ig89年3．罵i3嚢〉倍

　しかし、現存するタンパクの拡大は、奨励されている．銀行は、タンパクの

濾疑に対・して貸付を行っているが、多くの伝統的な漁民ぶ欠いている±地新膚

の厳格な許縛証を要畏している．ある富総な灘襲のグループは、父から息子へ
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と伝統的に継承された池のほとんどを買敬してしまった．今や、本来の漁浸の

多くは、彼らがかつて瞬有したタンパクで労働者として饑いている・さらに・

これらの大規模な活動は、海岸の生熊系を汚染する農薬と化学麗料を絹いるこ

としぱしばである。

＜まぐろ漁業の影響＞

　数種のまぐろは、主に嚢本・来屡・醗Cの趨盤蟹へ輸鐵するための第一綴

の商品である．いくつかのインドネシア＝ノルウェーの合弁事業もこの事業に

投資している．

　破らの霧§心事の一つは、イ婆アン・ジャヤの首馨であるジャヤプラ1麺y鋤雛お

の缶議め工場を建設する誹醒を立てているティコン・ビグ（Tyco登8ぎgg／A／

Sと株式金被ムルデカ（Me雌磁a／である。破らは、全投資額羅§暮万米ドルを

もって、至万トンのまぐろの無詰と5千5吾トンの魚肉および窮身を年々生産

する計露を立てている（インドネシアン・オブザーバー、欝89年6月28馨）．

燐の漁業会縫の株式会桂イノー・マ婁一ン（蹟or醗a麟elは、マルク・スラウ

ェシ（鍛a茎慮疑S濃awes董1海で較穫し、のちにインド洋つま吟ジャワ南部とス

マトラにこれらを拡張していくであろう。この会桂も、購藪スラウェシのクン

ダ夢（Ke登鉛毒に冷凍貯蔵工場を建て、港から蔭本に請けてまぐろを輸鐵して

いる．ノルウェーの企業のノルフィコ（翼。孟co／とジャヤンティ（撫y繊麟グル

ープの聞の合弁企業は、マルク海で漁業を行う計霞を立てている（コンパス・

欝90年2薄26鶴．地方にお恥て、ニュージーランドの会社も、スマトラ沖の

ニアス（萄asl島のダラム（き》ala麟湾でまぐろ捕獲のための基地の建設に関心

を示している（インドネシアン・オブザーバー、鯵89年6月28鋤。

　イ婁アン・ジャや海の周辺では、数縫がまぐろ漁を行っていることが知られ

ている。フランスの会祇である株式会縫ムルティ・トランスペッシェ（醗醸l

Tra簸錯e嶺elが、ビアク諜ヌムフォール1董3沿拠翼簑盤麺or／島の轟透で、漁業権を
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取繕した。霧本の会祇と共隣する2つの飽の会縫が、現在アラフラ海のイジ

アン・ジャヤの誌面海津沖のソロン（So猫簸霧の透くで漁業を行っている。イ

ンドネシアの蟹営企業のウサ・ミナ（慧S漉醗魏a／鮭も、イ婆アン・ジャや海

で、まぐろをとっている。いくつかの飽の会縫が、違法・合法にこれらの海の

周辺でまぐろをとっていることを疑う証鑓がある。

　民衆と環境への塞ぐろ漁の影響は、漁に異常篤いられている妓籍によって変

わる．か穆に、釣麟やさおといった披講が罵秘られる場合、その影響は、アン

チョビー（餓蕊G矯εslとそれを捕るものにも授ぶ．アンチョビーは、まぐろの

えさとして、漁船に薄してまぐろの罹れを瞬きつけるために稽いられる。えさ

は、ふつう∠一（劃定または浮遊の持ち上げ式の纒の伝統的な仕讃〉

によって捕られ、ブギス償駁癖slとマカサレス（Ma絵s3艶selの漁疑によって

馬いられている．細い迷い網織紘ε聡t／は、アンチョビー以外のあらゆる

大きさの魚をとる諜にも矯いられる。したがって、まぐろのえさの需要が上昇

するにつ轟て、バガンの数も上昇する．バガンの塔大は、逆にまぐろ産業への

依存性を臠している職人的な漁疑の生活に影響を与えると共に、漁業資源を枯

渇させる再議…盤がある．

　まぐろ漁船懸が嘱し網（暮鍵醗tlを篤いる場合には、次々と、いるか、おっ

とせいその飽の種が網に掛かって死ぬ・しばしばこの巨大な網の一部が裂けて

飛び、何年闘も勃勃を捕え、殺し続ける一（麟ost齢t）にな

る。

　いずれの技術にしても、タンパク質の必要盤を確保するための獲勃に依存す

る土養の漁民　　ジャヤプラとその先でマグロを売買するスラウェシ遍身の移

焦漁渓も縄簾だが　　は、大きな獲勃と大きな利益を取磐込む投資家によって

周辺に追いやられるだろう。

　漁業産業は、地方の住畏にとっての仕事の機会を作るという議論もよく吟賺

しなければならないものだ。欝88年には、ビアク（簸a韓の女鑑達がビアク地

区の労働事務翫でデモンストレーシ葺ンを行ったが、その理由は、ある会縫が
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工場労働者として、地域の労働者よりもジャワ人を雇霧しているというもので

あった（カバー・ダ夢・カンプン（Kaも鍵D盆r量K3類嚢難gl、簿88年6擁）．

＜結論＞

　魚の輸鐵を中心としていくことは、幾在の敵機の政策に反狭されており、衰

えを見せな恥と思われる．したがって、私たちは、将来的には、漁民の幸せと

海の環境の条件がただ悪くなっていくだけであろうと考える．この懸海を転換

し、または少なくとも緩撫することは、概究基金の欠魏、専稗的知識の欠如、

また外瞬と碧羅の会桂による海の侵奪から海を守る能力、および／または意欲

の抵さのもとでは、灘難なことである。職人的な漁罠も、綾らが領有する蕉当

な漁業水域も、擦業産業の麟鐵に講かうこういった傾欝の矢嚢籔こ立つことにな

ろう．

＜執筆者注＞

　（董1／魏ε辮魏毎麗」鍍醗認㍑拶汐襯鋤遵か曜3，1露711翻。麗s毎1～ε‘醜≠E‘o鱒罐‘

　　Pεびε」確》窺ε搾お．　臨3毒魏9あ％，か｝ε』踏4君β麻54－56・

　1麟身磁難，灘㈱編覇翻郡醜1囎8　｛？掩εε脚」融耀鎗F醜ε脚書髭β寵丁解4魏。麗J

　　S勉∫郷か惹礎耀欝魏1難ぬ麗ε愈二丁欝δ孟osε欝砂澄池R窟舞4砂魏ご名灘s魏9ε雛。ガφ「

　　s観瞬と飾釦7P卸召sε競ゴ磁歪麓醸瀦灘麺灘～罵OFo耀魏魏∫鋸。撚裁。醗

　　彦耀解臥。噸躍25－2繊198獣漉ご勉痴癬＆

　（31磁器礪Co雛砿1986！鴛。麗辮脚窺P厩癬玄醗ダ丁劉麗露ゴ耀躍Rεε磯鷹乙馳

　　R憩醜一難εc傭厚魏面形露麓醜舵瘤ベズ雇）鷹翻。κo飢餓綴匁C醗魏魏卿

　　躍窃㎎ε彿ε磁愈∫醜猿舞漉窺ε醗だP総舞6海鹿，∫珊齪」988

　（4）挽≠紘ダ漉識ε麹，19甑塀。鹿r競魏魏醗βS襯麗ω欝瘤ごε勉麓9擁麗言海ε

　　cθ欝癬癩症露麗F納8鹿εダ海霧鷹So魏ε御魂勉8ε畿‘So磁Jo即毎食麗」砂魏8離

　　R農s齪κ苑α漉辮，u勉麗痛む厩蔑認酵ε鼠E翼解御達！30ご癖θ欝，w谷地麹9勲御器

　　照。．z2，雛1¢欝齪，1988
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（馨驚s醜ε，翫舵．19871‘？編。麗s魏』勘蓄P箔㍑欝欝吻ブ却舞舞，s～魏撚識箆88声〆枷

　F冨跳εゆεo海鹿，聲濃・醒Pθ18粁4ナ，腕／鴛槻鴛，1θ88．

絡）∫充麓露ご露sε鷲，βo鴛，1ggo．　‘℃o滋s紐」ηε毎ぜεo鷲漉ε忍㎏召窃fS鋸ダび麹β」』’ノ［葱。β房！7

　αλ26－2裁

＜＃6　汚染されたアジクワ（A舞w麟綴　多国籍鉱山の遺産〉

　食べること、洗うこと、飲むこと、旅行すること、儀式を行うこと一インド

ネシアの生活の基本は演癬の園鯵で行われる．しかし、水はもはやこれらの基

本的ニーズを満たしていない．今や水は、工業、取引、観光、鄭寮化・そして

その地の近代的機構の中で、重要な役割を果している。異なった水の利湧は、

一つの流域内では、講堂しうるものではないことがしぱしばである．不完全な

謙遜の瞬発プロジェクトは、インドネシア中の羅を汚染し、人々をその生命線

から遠ざけることを常としている。

　欝87年鴛月には、アメ婆力の多騒籍企業の、フ夢一ぷ一ト鎧マクモラン

（Fτee嚢ort一瓢。灘ora燐鉱緯会縫は、銅と金のi億トンの埋蔵を発見し．これは

南太平洋において最も重要なものの一つで、南イ誓アン・ジャヤのグラベルグ

（Graberglの理存する鉱毒の近くにあると発表した．この新しい採霧海は、フ

ジーポートの饗藏と年間生産高の講方を三倍化しうるものであった。

　簿鱒年3肩初めには、インドネシア致癖は、フリーぷ一トがインドネシアの

海外投資媛麟に従うなら、新しい採擬源を発掘するフジーポートの活動を歓達

するとのニュースが報ぜられた．この拡張は、璽在のインフラストラクチャー

を拡張するための2警憶米ドルの投資にのぽ穆、アジクワ燐の支流に敷地を準備

し、溶解鰹を設置し、小さな発電漸を建てるものである、といわれた。フ夢心

ポートにとっては、この投資を調達することは簡単であった。その露天堀の鉱

山は、歯舞で最も抵コストの鉱鐵に位置している。

　しかし、環境コストの評懸は、もっとむずかしいものである。フ夢心ポート・イ
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ンドネシアが欝72年に換業を始めた時、．インドネシアは、なおその環境課護規

鰹を定めていなかった．その時以来、フ夢一ポートは、その遠い場漸の故に敬

聴や翼G6の藍擁を免れてきた。たとえ、フ夢一ポートの環境藪の行ないにも

つと麗心が持たれたにしても、この会縫は、そのi万瞭の採掘地に蝿するアク

セスを厳しく臓ント冒一ルする。たとえば、飛行機の滞在客は、有麟鉄線の壁、

二重ドア、守衛からなる地方空港の講内から趨ることはできない。しかし、鋸

年前の操業以来、フ夢一ポートは、無縫遜の銅鉱津を、その工場からアジクワ

罵の第二支流へと継続的に投棄していた．この有毒な汚染の緋の生態系や地方

住費の健康への影響は、まだ記録にはされていない。

　しかし私達は、熱帯アジア鞘太平洋地域における飽の銅海の例から推し計る

ことはできよう．馨本の建羅鉱緯が操業を申達してから雛年後、表面近くで採

取された土のサンプルが、6種の重金属の残存を示した構。懲7§年には、鏡

鞍的初蟻に開発され、採擁された鉱山がなお香港の撰の流域を汚染していた像。

東マレーシアのキナブル（Kl懸擁繍出の鱗への銅の集中的流入は、飲料水の

量界保健機講（WRO）の基準を33％、と鐡っている麟。パプア・ニューギニアの

ブーゲンビル（80駿蓼a搬v灘el島では、鉱毒の残滓が撰に建む魚をすべて殺

し、また生産を雛始する前から海雲を塞いでしまった．8つの土着の村渉移転

を余儀なくされた箇。越のフィ婆ピンの鱗は、銅鉱毒の廃棄勅によ辱ひどく

汚染されている．廃棄物が海に入ったところでは、海産勃の減少が灘％にも上

った鶴。

　フ蓼一ボートの影響が深亥彗でなく、長難欝こわたるものでないと霞じる橿擁は

ない。事実、アジクワ繕の鉱滓汚染についての関心は、フ夢一ポート労縁総合

長で、のちに解雇されるソニー・スンコウォ（So盤y　S難解owolによって、

早くもig8i年1こは喚起されている。YPMDイ夢アンジャヤという地方の

NGOも、アムン＝メ（A盤糠野猫el一銅鉱出麹域の高地の先住民の濃習、kの

土地辮有者　　の現在の状溌についての欝艇年の調査の串で海辮の汚染を記し

ている。アジクワの生態にとっての示唆の地に、これが、澄岸のマングローブ
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林から赤道の氷海に広がるローレンツ翕然保護公麟ILore登z翼雄鷹e衆eservel

にとって簿を意陳ずるか。フ夢一ポートはこの公羅に境雰を接し、一旦この

会社がその活動を広げれば、その保護に抵鍵することになるかもしれない．

　当然のことながら、湾耀汚染は、その生命線瀞アジクワ鱗にある土着の地域

歓会を嶺壌させた。新しいフジーポートの仮設滑走露であるティミカ（丁鋤鍬31

の地域蓬療センターで饑くある医者は、地域の人々の閥で、歯茎の変色を認

めた。医者は、醗究を行えるようになる前に移動してしまったが、恐らく確か

な手がかりを得たと思われる。汚染された海辮から2G年間にわた鯵魚をとり、

水を飲んだことから生ずる健康の開題が生ずるのは避けがたい。

　地域経済の中心が、ig6毒年代にオモウカの盈OW巌瞬からアマナパレ

（A無a総轄relのフ肇一ポート港へと移って以来・ミミカ継恩IM撫歓瞬の人々

の生活は急激に変乾した．以前は、原始的な輸送手段は、地方で作られた丸木

舟によっていた。今馨、カヌー工業は衰退し、地方の人々は、港へ、また灌か

ら、高地へ行くのにほとんど道麗に頼っている。地方往戻の駿入レベルは、フ

リーポートの存在により上昇しているとフ夢心ポートの支醗人は主張して・も

っともらしく反論しているが、イ夢アン・ジャヤにおける鮭一のスラム街は、

会縫の敷地のまさに外｛灘に見られるのであむ、そこには、富の分け離に難待す

る地方のイ夢アン人が集蛮っているのである。金銭経済の導入と繁栄の約束は・

アムン掌メとミミカの生活の質を低下させるのに役立っているのみのように思

われる。

　この問題の解決のための一つの案は、アムン薫メ高地の住疑をティミ

カ継継（丁勲欲3／織地へ移住させることである．しかし．YP駕狂〉の次のよう

な主張にもかかわらず、後らの将来の水供給をきれいにするために擁ら真麟な

努力はなされていない。すなわち、「移住は、……海辮と地下水のこれ以上の

汚染をきれいにし、かつ麟鱗することがなけれ’ば一…遷想的な選採とはいえな

い1、と。

　撹覇や人舞・環境省からの圧力に答えて、フ夢一ポー纏訓蒙縫影響評儀
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（療Alを行う鍵方の科学者を雇い人為た．彼らは、地域調査のためにフ肇一ポ

ートと燐の水の標本を分観するためにフジーぷ一トの実験室を使いながら、驚

くべき短時閤で調査を終了した．それにもかかわらず、イ夢アン・ジャヤの環境

保護局は、フ夢一ボートを、州の中では獲Aを使った最初の投資者の一人で

ある、と賞賛した。獲Aの調査結果については、何らの言及もなされていな

いα

　イ婆アン・ジャや州知事のバス・スエブ（翫sS総も麟は、フ琴一ポートの上

蓄羅に満足していると逮べたものの、なお次のように感じていると述べた。

「最も必要とされているのは、この州の……人種的に楼々で、かつしばしば原

始的な注異を考感に入れる中小綬模のプロジェクトである。鉱毒の敷地の再盤

麟罵と結合したアジクワ燐の清浄化計露がそのようなプロジェクトになるかも

しれない。それは、採掃地の中やその周饗の講書、あるいは海千もの人々に麗

保し、地下の採羅へと労働者を誘うよ鞍もずっと彼らにとって健豪的なものに

なるかもしれないのである。」

　西ジャワのセムビランガン（Sε澱も1董a登g＆霧粒周辺の水は、王つの皮革工場と

2つの製紙工場とによって汚染されている．その水は、汚い黒に変色した．え

び漁によって生活を立てている灘§人の村費は、披らのま嚢の殺人が1万ルピア

（6来ドル〉から、3千ルピア（i・7米ドル）へと減少したと鞍告している。

水が飲料に適さないため、住民は、水を買うために鰻られた取入の多くを髄っ

ている。いまだに、牌で水浴びをしている欝人かの人々は、皮震の発疹と癖癬

の被害を受けている．欝86年の環境影響報告によれば、製紙－場のiつは、廃

棄勃廼理施設を建てざるを得なくなった。しかし、擁の状浅からすると、魑璽

施設は、政瞬視察の問にしか髄われなかった可籠牲がある。

　北スマトラのアチェ（A磁e）では、僻千という魚やえびが主な化学麗料工場

を源とするアンモニア汚染によって死滅させられていた、この麹域を訪れた水

産庁の役人が灘舳段の養殖地が汚染されたと発表した．近くの村では、池のえ

びが死滅させられた。
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インドネシアの環箋鶏題についての若干の繧介　麟（神戸　秀彦）

　ジャカルタに銘較的返》・ところでは、チどノンIC海簸O麟で、62の工場が織

勅から電気製品繕の接養鶏に至るまでの様々な生産勃を作甑その廃棄物をチ

肇ウン（C灘w簸幻摺に接てている。癖の水は、悪臭を敏ち、魚は死に、水の

中で泳ぐ人々は皮震がひりひりしたと鞍告している。ジャカルタの8む§万住民

は、チジウン鱗の下漉水解もはや人聞の溝費に適さないので、今や飲み水につ

いては上流水に頼っている．

　都畜及び工業汚染の重大さを知って、人羅・環境省大難のエミール・サ夢ム

露盤童茎S3難麟博士は、いくつかの飽の憲と蕪GOとの協力で海鱗の浄化計露に

着手した。力華・ベルシー（K麟βers墨跡誕麟は、汚染海鱒からの有害雛畿勅

を停産するために、地方政癖と工業資本家とを協力させることを§的とする。

不法投棄者についての罰則の概略を定める法律は、欝鱒年i月に発動した。

　カジー・ベルシー謙遜に含まれる蹄の河鱒の1つに、東ジャワのブランタス

（童女a賊asl籍がある，州政驚は、最近、この鱗の工業汚染は、水質越理旛設の

髄餓擢よってかな磁少させ旅た・と儲している・μ灘・汚染伽

ベルは毎年上昇していた。

　力夢・ベルシー計藏は、インドネシアの矯を人々に戻すために将来的に有望

な第一歩である．しかし、計蟹は、ジャワ中心というインドネシア共通の翼題

を反映している。修復の必要ぶ認められ，た2§の海燐のうち、iつを除く全てが

ジャワとスマトラにある。問題は、纏の島々にも存在するにもかかわらず、で

ある。

　アジクワ燐はこの計薗には含まれていない。それは、恐らくフ肇一ポートが

ジャカルタの役人から遠いため、十分に監観を受けないで済んだめである。

（続く〉

一i37一



行政歓会議案　第6巻　第2畢

〈執筆考注＞

韓　F箔躍G、論齢ε麓鴬裁御薦躍躍P躍麗麗耀魏ご漉曜，麟351一認4，魏4

　護艶麗ε海鰓，翫ε陶舞解離鍛麗漉躍漉鶴，餓認5－4紹謝海魏η2ε海事び撚」磨

　裁舞鴛εsεs如露εε1⑳擁9197募，欝欝認纒離農響膨瑠簸‘魏魏，P羅麟醜醗だ

　君罐‘卿爵魏島腕箕／勘魏魏漉の，P罐。耀焉魏9餓。魏麺撹舞蕉麗拶海麺鋸，鳶肋。躍

　ω耀躍ひ麗魏瑠妙P絡s，19771

鱒κo解義焼躍漉鋤宮箆。魏Pβ裏繍掘裁無難，論．22忍砂碗厩競ε鰹癬愛嬢θ麗」

　鰐醜sε痴麗r醜護磁鷲ε溺舞。鴛窺ε癬腕％妙。，o磁婚群1979．

（3／1競顔躍廊廟醗，OK窟ぬ7伽P寵ダ磁楓P翻≠醒卯励ダ醗魏趨謬夢勘舞窟，

　！磁鶴G鏡形探．

（嚇　躍‘勉毎晩舘，1～魏欝夢箆霧欝二丁劾ノ～鏡磨蓄勉躍。鮮鴛蝕z魏ご醒魏魏9

　Coゆθ纏≠醜，L伽撫矧撫γ漉蠢動舷L競歪姜砿1θz2．

く訳者注＞

＊　今璽も、インドネシアの地名等の暮承認発音表記につき橿鳥大学教育学部の木

　村純一氏のご教示をえた。

＊＊　このレポーートボ壽かれたのは、9｛）年3弩である。

＊＊＊　イスラム教徒の義務r蓋柱」の第5番層に挙げられているメッカ巡礼を行っ

　た者、および綾らに与えられる称畢（石井来錐監修菱インドネシアの事典j／隅懇

　舎1、328ページ〉である。

＊＊＊＊　瞬一地名だろうと権灘されるが、ミミカ（M重職欲瞬か、ティミカ（丁圭醗濫麟か

　は談者にはわからなかった．
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